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★被災地医療支援について 
 当院では、日本病院薬剤師会・日本医師会の要請を受け福島県へ薬剤師と精神科医

療チーム（２チーム）を派遣しました。（P3参照）医局会は、中止した退職医師送別

会の会費を日本赤十字社へ義援金として送金しました。今後も、ＪＡ長野県グループ

を通じ、物資・義援金の送付に全職員が取り組みます。 
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 3・11に東日本を襲った大地震と津波・福島原子力発電所事故、そして3・12長野県北部

地震で被災された皆様に心からお見舞い申しあげます。マグニチュード9.0、10メートル 

以上の津波のエネルギーは想像を絶するもので、ニュースの映像は心を締めつけます。

「がんばれ日本」を合言葉に、一日も早い復旧・復興を願います。 

  【ＪＲ大糸線（北アルプス線）の駅舎②「信濃大町駅」（大町市）】 



 当院の、後期研修を行った３人の医師が

このたび無事所定の研修を修了し、３月 

２９日当院会議室におきまして修了式を行

いました。地域の連携診療所・連携病院等

の先生方には大変お世話になりました。 

 式では、病院長から修了者に修了証を 

授与し、樋端医師・中井医師から研修の 

ふり返り報告を受けました。衛藤医師は 

福島県へ精神科医療支援に参加中のため 

欠席しました。４月からは、２人が当院で

引き続き勤務し、１人は国保小谷診療所で勤務いたします。今後も、ご指導よろし

くお願いいたします。 

 

 

 修了者の紹介（氏名・研修内容・４月からの勤務） 
 

   ✤樋端佑樹（といばな ゆうき） 
      ・Ｈ２０年度精神科後期研修 

      ・安曇総合病院精神科・心療内科 

 

   ✤衛藤高明（えとう たかあき） 
      ・Ｈ２０年度精神科後期研修 

      ・安曇総合病院精神科・心療内科 

 

   ✤中井和男（なかい かずお） 
      ・Ｈ２０年度麻酔科後期研修 

      ・小谷村国保小谷診療所 
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3月 22日（火）当

院外来棟２階会議

室で開催しまし

た。毎週木曜日肝

臓外来の診療を担

当していただいて

いる一條哲也先生

（信州大学病院消化器内科）から、「肝臓病

の診断と治療～肝障害をみつけたら～ 」の

講演をいただきました。肝臓の薬は新しいも

のが尐なく、一條先生もウルソと強ミノを投

与していると紹介がありました。次回は、 

７月に開催予定です。 

感染症をテーマ

に 2 月 10 日

（木）当院外来

棟２階会議室で

開催しました。

昨年度流行した

「新型インフル

エンザ」の対応

をふり返り、医療機関が直面する感染症に

ついて病院職員・薬剤師会会員が研修しま

した。 

3月4日、すずの音ホール（松川村）において「地域での生活を支え

ぬくケア」と題し開催しました。国立長寿医療研究センター高齢者

総合診療科 洪 英在（ほん よんじぇ）先生を講師に、先生が勤

務されている医療センターの在宅支援病棟と周りの診療所・訪問看

護ステーションと登録患者さんの連携を紹介いただきました。お話

の中では、訪問看護ステーションが重複して地域を受け持つなど医

療資源が不効率である問題提起がありました。参加者は、医師・歯

科医師・看護師（訪問看護）・介護士・ケアマネ・消防士・ケース

ワーカー・社協・地域包括とさまざまで、患者さんを取り巻く医療介護の職種・機関・行政が協

働して地域を支える必要を感じていることが感想として寄せられました。  

       東北地方太平洋沖地震医療支援      平成23年4月1日現在 

  依頼先／派遣団体 期間 派遣場所 派遣職員数 派遣目的 

実施済 

日本病院薬剤師会 
平成23年3月23日～

平成23年3月26日 

福島県いわき市 

「舞子浜病院」 
薬剤師1名 薬剤支援業務（精神科） 

日本医師会災害医療チーム

（JMAT） 

平成23年3月24日～

平成23年3月26日 

福島県田村郡          

三春町 

医師1名 

避難所における精神科ケア 
看護師2名 

心理療法士1名 

事務2名 

日本医師会災害医療チーム

（JMAT） 

平成23年3月28日～

平成23年3月30日 

福島県田村郡          

三春町 

医師1名 

避難所における精神科ケア 
看護師2名 

心理療法士1名 

事務2名 

予定 

日本医師会災害医療チーム

（JMAT） 

平成23年4月16日～

平成23年4月20日 
岩手県大槌町 

医師1名 

避難所における医療支援 
薬剤師1名 

看護師2名 

事務2名 

厚生労働省（心のケアチーム） 
平成23年4月24日～

平成23年4月27日 
宮城県石巻市 

医師1名 

避難所における精神科ケア 
看護師1名 

心理療法士1名 

PSW1名 



 ●放射線カンファレンス（二水会）開催のおしらせ 

 ５月は、１８日（第3水曜日）18：45から安曇総合病院外来棟 

３階健康管理室で行います。気になる症例などありましたらお持ち

よりください。（日本医師会生涯教育制度取得単位＝１．０単位） 

      

 

 患者さんのご紹介等診療情報に関するお問い合わせ・ご要望は 

 地域医療連携課で承っています。 

    電 話   0261-61-1455  ＦＡＸ   0261-61-1456 

   Ｅ-mail renkei@azumi-ghp.jp     

    受付時間 平 日 ８時30分～17時 

         土曜日 ８時30分～12時30分（診療日に限る） 

35号の写真/ＪＲ大糸線の

駅舎が新しくなりました。信

濃大町駅は山小屋をモチーフ

としています。30年前は駅前

に白鳥小屋があり、登山客の

目を楽しませました。（写真

は2011.4月）     

 

  

   

3月・4月に、医師の退職・外部研修（出向）がありますのでお知らせいたし 

ます。 

    ★退職者（3月31日） 

      福嶋 敏郎（呼吸器内科） 

      平野 桂 （内科） 

      青木 亮 （整形外科後期研修） 

      中井 和男（麻酔科後期研修） 

      小池 宙 （精神科後期研修・佐久総合病院籍） 

     

    ★外部研修（4月1日） 

      中村 敏範（精神科後期研修、村井病院へ） 

     

                        お世話になりました。 

医師の異動 

 
   

 
 

 ゴールデンウィークの診療は、次のとおりです。なお、診療科によっては 

臨時に休診する場合がありますのでご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

ゴールデンウィーク診療日のおしらせ 
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